
文
化
財
保
護
委
員
会
事
務
局
は

一
言
に
し
て
言
え
ば
、
文
化
財
の
保
臨
を
執

行
す
る
槻
関
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
設
明
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
財
保
雫
泣
法
に

つ
い
て
略
脱
す
る
の
が
順
序
で
あ
る
。

文
化
財
保
該
法
は
、
国
会
立
法
と
し
て
第
七
国
会
を
通
過
し
本
年
五
月

ll-+

日
に
公
布
さ
れ
た
全
文
百
三
十
条
よ
り
成
る
法
律
で
あ
っ
て
、
広
は
ん
な
内
容

を
持
つ
文
化
財
保
護
の
総
合
法
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
、

国
宝
保
存
法
な
ど
の
従
来
の
文
化
財
保
存
に
関
す
る
す
ぺ
て
の
法
規
は
廃
止
さ

れ
、
た
だ
、
「
冗
袈
英
術
品
等
の
保
存
に
関
す
る
法
律
」
だ
け
が
、
同
法
に
よ
っ

て
現
在
認
定
さ
れ
てい
る
物
件
だ
け
に
つ
い
て
、

当
分
の
間
~

そ
の
効
力
を
持

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

文
化
財
保
臨
法
は
戦
彼
の
日
本
の
経
済
的
変
動
に
基
く
文
化
財
の
危
殺
ー
ー

国
宝
の
所
有
者
が
国
宝
の
維
持
管
理
の
経
済
的
能
力
を
失
い
、
戦
後
の
急
迫
L

一

た
住
宅
難
ほ
国
宝
建
造
物
に
住
む
者
が
で
き
｝

r

●、
そ
の
燒
失
や
荒
廃
を
招
き
、

ま
た
、
戦
後
の
窮
乏
財
政
が
支
出
し
う
る
国
宝
等
の
保
存
の
経
盤
と
国
宝
等
の

数
と
の
不
均
衡
≫
国
宝
等
の
保
存
行
政
鐙
構
の
弱
体
ー
ー
等
を
克
服
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
≫
法
陸
寺
金
堂
の
炎
上
を
腹
接
の
誘
因
と
し
て
制
定
を
見
る
に
い

た
っ

た
の
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
法
は
、
第
一
條
に
お
い
て
「
こ
の
法
律
は
文
化
財
を
保
存
L
≫

か
つ
、
こ
の
活
用
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に

枇
界
文
化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
ま
ず
こ
の
法
律
の
対
象
が
雄
に
国
宝
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
く
、
そ

の
他
に
霞
要
文
化
財
、史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
、
無
形
文
化
財
等
に
わ
た
る
こ
と

、、

を
意
味
し
、
ま
た
こ
の
法
律
の
内
容
が
単
に
そ
れ
ら
の
も
の
の
保
存
に
と
ど
ま

、、

る
こ
と
な
く
、
租
極
的
に
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

を
明
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
法
律
が
「
図
宝
保
存
独
」
で
な
く
て
「
文

、
、
、

化
財
保
陸
法
」
と
称
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
法
律
は
従
来
の
国

犬

組

織

と

機

能

5
9
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宝
保
存
法
等
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
積
極
的
な
内
容
を
持
つ
法
律
で
あ
る
こ
と

を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

・

こ
の
法
律
が
従
来
の
保
存
法
規
と
異
な
る
点
と
し
て
は
前
述
の
ご
と
く
そ
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
た
結
果
、
従
来
の
国
宝
保
存
法
、
重
要
美
術
品
等
の
保
存
に

関
す
る
法
律
≫
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
、
遣
失
物
法
等
の
諸
法
規
を
集

大
成
し
た
こ
と
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
は
、

一
方
に
お
い
て
は
文
化
財

の
社
会
性
を
認
め
≫
国
民
、
所
有
者
が
こ
れ
を
保
存
、
活
用
に
脇
力
す
べ
き
こ

と
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
、
所
有
者
に
と
っ
て
は
財
産
権
の

対
象
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
聴
開
そ
の
他
に
よ
る
権
利
の
保
障
を
期
し
た
。
第

―
―
ー
に
は
従
来
の
文
部
省
祉
会
教
育
局
（
文
化
財
保
存
課
）
国
立
博
物
館
等
の
文

化
財
保
護
行
政
機
楕
を
統
一
張
化
し
て
文
部
省
に
外
局
と
し
て
文
化
財
保
諮
委

．

員
会
を
設
既
し、

そ
の
下
に
事
務
局
を
設
け
た
。
第
四
に
は
、
国
宝
保
存
会
≫

重
嬰
美
術
品
等
調
査
審
議
会
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
等
の
従
来
の
諮

問
機
関
を
廃
止
し
≫
文
化
財
専
門
審
議
会
を
新
設
し
て
文
化
財
保
護
委
員
会
に

対
す
る
諮
問
お
よ
び
建
議
の
機
関
と
し
て
活
動
さ
せ
、
も
っ
て
文
化
財
保
誰
行

政
の
完
遂
を
期
し
た
。
第
五
に
は
、
文
化
財
保
臨
行
政
機
関
の
統
一
に
よ
り、

国
立
博
物
館
は
従
来
の
文
化
財
保
存
行
政
部
門
を
委
員
会
事
務
局
に
譲
っ
た
の

で
、
博
物
館
本
然
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
。
第
六
に

は
、
現
在
の
わ
が
国
の
財
政
は
約
一
万
五
千
点
の
国
宝
お
よ
び
重
要
美
術
品
全

部
を
保
存
す
る
に
は
は
な
は
だ
不
充
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
国
宝
、重
要

美
術
品
を
再
検
討
し、

貴
軍
な
有
形
文
化
財
を
「
霊
英
文
化
財
」
と
し
、
そ
の
中

で
も
特
に
価
値
高
き
も
の
を
「
国
宝
」
と
し
て
、
重
点
的
保
存
を
期
し
た
。
第
七

に
は
、
霊
要
文
化
財
の
、
管
理
方
法
、
管
理
責
任
者
、
管
理
義
務
≫
所
在
の
変

更
の
届
出
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
を
設
け
、
管
理
の
完
き
を
期
し
た
。
第
八
に

は
国
宝
の
管
理
に
は
修
理
の
補
助
、
重
艇
文
化
財
の
管
理
ま
た
は
修
理
に
つ
い

て
の
命
令
ま
た
は
勧
告
、
政
府
の
国
宝
修
理
の
施
行
、
霊
要
文
化
財
の
環
境
保
'

令
政
府
の
霞
要
文
化
財
貿
上
≫
政
府
に
よ
る
重
要
文
化
財
の
管
理
き
た
は
修

理
の
受
託
や
技
術
指
認
等
≫
国
宝
、
震
要
文
化
財
の
保
臨
規
定
の
整
備
を
は
か

．
っ
た
。
第
九
に
は
、
限
嬰
文
化
財
の
公
開
等
そ
の
活
用
に
つ
い
て
の
規
定
の
賂

備
、
第
十
に
は
、
霊
要
文
化
財
に
つ
い
て
の
報
告
義
務
、
哭
地
調
査
等
調
査
に

関
す
る
規
定
の
賂
備
、
第
十
一
に
は
埋
跛
文
化
財
の
発
堀
の
届
出
、
政
府
に
よ

る
発
堀
の
施
行
、
発
堀
品
の
国
庫
帰
脱
、
そ
の
報
僚
金
等
の
規
定
、
第
十
二
に

は
昔
学
、
舞
踊
、
浪
悶
、
エ
藝
技
術
等
、
い
わ
ゆ
る
無
形
文
化
財
の
保
存
と
活

0

0

 

用
に
つ
い
て
の
規
定
の
新
設
、
第
十
一
＿
一
に
は
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
創

設
、
第
十
四
に
は
国
有
の
重
要
文
化
財
お
よ
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
規
定

の
明
確
化
、
第
十
五
に
は
地
方
公
共
団
体
へ
の
権
限
委
任
と
そ
れ
に
と
も
な
う

経
袈
の
回
庫
負
担
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
法
の
笑
質
的
な
具
体
的
内
容
は
文
化
財
保
酸
委
員
会
穿
務
局
の

活
動
と
表
裏
一
体
を
な
す
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
文
化
財
保
窟
法
に
つ
い
て
の
説
”

明
は
こ
の
程
度
に
と
ど
め
て
、
次
に
文
化
財
保
謡
委
員
会
の
組
織
と
機
能
に

つ

い
て
記
す
こ
と
に
し
よ
う
。

緯
諏

文
化
財
保
膜
法
は
前
述
の
文
化
財
の
保
臨
、
す
な
わ
ち
文
化
財
の
保

存
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て
の
規
定
が
そ
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、
同
時

に
同
法
は
文
化
財
保
護
行
政
櫻
構
に
つ
い
て
特
に

一章
を
設
け
、
第
二
章
に
お

い
て
こ
れ
を
規
定
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第

一
節
と
し
て
文
化
財
保
護

委
員
会
~
第
二節
と
し

て
事
務
局
、
第
三
節
と
し
て
附
属
機
関
お
よ
び
事務
局

二
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出
張
所
、第
四
節
と
し
て
識
員
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
（
国
家
行
政
組
織
法
、．

文
部
省
設
置
法
、
行
政
機
関
定
員
法
は
い
．つ
れ
も
本
法
の
附
則
に
よ
っ
て
改
正

さ
れ
て
い
る
。
）

文
化
財
保
渡
法
を
執
行
す
る
行
政
機
関
と
し
て
、
文
化
財
保
護
委
員
会
は
文

郎
省
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
法

律
に
よ
り
そ
れ
自
身
の
潅
限
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
文
部
省
の
各
局
が

文
部
大
臣
の
補
助
機
関
と
し
て
大
臣
の
験
権
行
使
の
補
助
を
行
う
の
と
は
異
な

る
。
す
な
わ
ち
委
員
会
は
そ
れ
自
身
の
判
断
に
よ
っ
て
行
政
を
行
う
の
で
あ

る
。
た
だ
し
委
員
会
と
い
え
ど
も
文
部
大
臣
の
統
轄
下
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら

文
部
大
臣
は
委
負
会
に
対
し
て
全
く
無
権
限
で
は
な
い
。
文
部
大
臣
は
具
体
的

行
政
事
務
に
つ
い
て
委
負
会
を
指
揮
監
督
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
主
管
大
臣
と

し
て
委
員
の
任
命
椛
お
よ
び
龍
免
稲
を
有
し
、
委
貝
会
の
予
邸
、
決
掠
、
国
家

財
産
管
理
に
つ
い
て
法
律
上
（
財
政
法
、
会
計
法
≫
国
家
財
産
法
）
の
指
椰
監
督

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
委
員
の
任
免
は
国
会
の
同
意
を
必
要
と
し
、
委

員
会
の
恋
求
す
る
予
算
は
で
き
る
だ
け
こ
れ
を
慈
直
す
る
熔
保
護
法
の
越
旨
に

そ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
委
員
会
は
文
部
大
臣
の
統

轄
下
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
≫
文
部
大
臣
は
委
負
会
の
独
立
性
を
害
し
な
い
程

度
に
お
い
て
、
委
員
会
に
勧
告
を
行
い
、
設
明
を
徹
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

委
員
会
は
合
識
性
の
官
庁
で
あ
る
。
国
家
鎚
緞
法
（
第
三
條
＞
に
よ
れ
ば
、
外

局
は
委
負
会
と
庁
と
―
―
稲
類
あ
り
庁
は
独
任
制
で
あ
る
が
、
委
災
会
は
数
人
の

委
員
を
も
っ
て
紐
緑
さ
れ
る
。
文
化
財
保
渡
委
繰
会
は
五
人
の
委
員
を
も
っ
て

紐
織
さ
れ
て
い
る
°
委
員
会
は
行
政
経
験
者
の
み
が
そ
の
行
政
に
あ
た
る
こ
と

が
望
ま
し
く
な
い
場
合
に
、
各
方
面
の
椛
威
者
数
人
を
委
員
に
選
ん
で
笑
情
に

合
致
し
た
妥
当
な
行
政
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
制
度
で
あ
っ

て
畜
戦
後
に
わ
が
国
で
設
躍
さ
れ
た
委
員
会
は
、
公
正
取
引
委
員
会
、
公
安
委
月

＼
会
な
ど
す
で
に
相
当
数
存
在
す
る
。
文
化
財
の
保
護
に
委
員
会
洞
度
が
採
用
さ

れ
た
の
は
、
こ
の
方
面
に
卓
越
し
た
見
識
と
知
識
と
を
有
す
る
文
化
人
を
し
て

こ
れ
に
あ
た
ら
し
め
、
そ
の
事
務
執
行
の
た
め
に
は
、
京
務
局
を
お
い
て
行
政

経
験
者
に
行
わ
せ
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
文
化

財
の
保
護
は
政
治
的
寡
情
と
は
無
関
係
に

一
貫
し
た
方
針
の
下
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
苺
ま
し
い
か
ら
、
L
ば
し
ば
交
迭
す
る
文
部
大
臣
の
直
接
抱
限
の
下
に
お

く
よ
り
は
、
政
治
的
に
は
関
係
の
な
い
委
員
会
制
度
に
よ
る
こ
と
が
適
当
と
考

え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

法
律
（
五
條
ー
ー
預
）
に
「
委
員
会
の
委
員
は
、
独
立
し
て
そ
の
戟
権
を
行
う
」

と
あ
る
の
は
≫
主
管
大
臣
た
る
文
部
大
臣
に
対
し
独
立
し
て
い
る
意
味
で
あ
っ

て
、
委
員
同
志
が
独
立
し
て
の
意
味
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

任
務

委
員
会
は
い
か
な
る
任
務
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
9
文
化
財

の
保
存
お
よ
び
活
用
、
⇔
文
化
財
に
関
す
る
調
査
研
究
、
伺
そ
の
他
第
一
條
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
寧
務
を
行
う
（
第
六
條
）
こ
と
に
あ
る
。
第
一
條

の
目
的
と
は
「
文
化
財
を
保
存
し»
か
つ
、

•

そ
の
活
用
を
図
り
、

も
っ
て
国
民

の
文
化
的
向
上
に
姿
す
る
と
と
も
に
、
世
界
の
文
化
の
進
歩
に
貢
．献
千す
る
こ

と
」
を
さ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
専
務
に
は
た
と
え
ば
有
形
文
化
財
の
展
党
の

よ
う
に
、
本
委
員
会
以
外
の
行
政
機
関
で
も
行
い
う
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
法

に
よ
る
各
種
の
命
令
勧
告
許
可
の
よ
う
に
本
委
員
会
専
行
の
溶
務
も
あ
る
。
な

お
委
員
会
は
当
分
の
間
重
要
英
彼
品
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
亭
務
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
当
分
の
間
と
は
、
本
法
施
行
の
際
に
認
定
さ
れ
て
い
る
窟

製
美
術
品
の
盤
理
が
完
了
す
る
ま
で
を
さ
し
て
い
る
。
そ
の
事
器
の
内
容
は
直

要
美
術
品
の
甑
出
の
許
可
、
軍
要
美
術
品
の
認
定
の
取
消
な
ど
で
あ
る
。

一
Q
し
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姿
員
会
の
権
限
（
第
七
條
第
一
項
）
の
内
容
は
、
後
の
事
移
局
の
活
動
の
説
明

に
ゆ
ず
る
が
、
委
員
会
は
職
員
の
任
兎
お
よ
び
賞
罰
を
行
い
、
そ
の
他
職
員
の

人
事
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
本
法
の
執
行
に
必
要
な
委
員
会

規
則
を
、
委
員
会
の
議
を
経
て
定
め
た
上
で
官
報
に
よ
り
公
布
す
る
。
ナ
な
わ

ち
、
文
部
省
令
に
よ
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
:
,

.

構
成
委
員
会
の
椰
成
は
≫
五
人
の
委
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。
委
員
長

は
委
員
の
互
選
に
よ
る
。
委
員
長
は
国
家
行
政
組
織
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

外
局
の
長
と
し
て
の
権
限
を
持
つ
が
、
い
ず
れ
も
委
員
の
合
議
を
経
た
後
に
こ

れ
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

．

委
員
は
国
家
公
務
員
で
あ
る
が
、
特
別
職
で
あ
る
か
ら
国
家
公
務
員
法
の
適

用
は
な
い
。
そ
の
任
命
は
両
議
院
の
同
意
を
経
て
文
部
大
臣
が
任
命
す
る
。
そ

し
て
「
文
化
に
関
し
高
い
識
見
」
を
持
つ
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
。
ま
た
、
委
員

の
う
ち

l

l

一
人
以
上
が
同
一
政
党
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
定
め
で

あ
る
°
委
員
中
二
人
が
所
属
し
て
い
る
政
党
に
、
新
た
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ

た
委
員
は
そ
の
駿
を
失
う
。
こ
れ
は
委
員
会
の
政
治
的
中
立
性
を
保
持
す
る
た

め
で
あ
る
。
委
員
の
任
期
は
三
年
で
あ
る
が
最
初
の
委
員
に
つ
い
て
は
三
年
委

員
が
二
名
≫
―
一
年
委
員
が
一
＿
名
≫
一
年
委
員
が
一
名
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、

委
員
は
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
委
員
長
は
月
額
三
万
一
＿
千
円
、
委
員

は
月
額
一
＿
万
四
千
円
の
俸
給
の
外
に
勤
務
地
手
当
を
受
け
る
。

現
在
の
委
員
は
高
橋
誠
一
郎
（
委
員
長
）
≫
矢
代
幸
雄
、
細
川
證
立
、
一
万
田

尚
登
、
有
光
次
郎
の
五
氏
で
あ
り
、
委
員
会
の
会
議
は
定
例
的
に
は
毎
週
土
曜

日
の
午
後
に
開
か
れ
≫
そ
の
ほ
か
、

随
時
必
要
に
應
じ
て
開
か
れ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
委
員
会
事
猪
局
文
化
に
卓
越
し
た
識
見
を
持
つ
委
員
か
ら
な

る
委
員
会
が
十
分
に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
補
助
機
関
た
る
事
務
局
が
こ

れ
に
相
應
す
る
機
構
を
持
っ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
文
化
財

保
護
法
は
、
特
に
事
務
局
に
関
す
る
規
定
を
そ
の
中
に
含
め
、
か
つ
事
移
局
に

は
部
制
を
し
く
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

文
化
財
保
臨
行
政
機
構
が
こ
の
よ
う
な
大
き
な
組
織
と
な
っ
た
の
は
今
回
が

初
め
て
と
思
わ
れ
る
。
文
化
財
保
存
の
行
政
携
梢
の
趙
源
を
ど
こ
ま
で
さ
か
の

ぽ
る
か
に
よ
っ
て
違
う
が
、
か
り
に
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
年
）
の
宮
内
省

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
し
て
も
比
較
は
で
き
な
い
で
あ
ら
う
。
内
務
省
社
寺

局
の
古
社
寺
保
存
事
務
が
大
正
二
年
(
-
九
―
―
―
一
年
）
文
部
省
宗
教
局
の
第
二
課

の
所
掌
耶
務
と
し
て
文
部
省
に
移
っ
て
以
来
、
文
部
省
と
し
て
は
、
古
祉
事
保

存
課
（
大
正
十
三
年
）
≫
保
存
誅
、
教
化
局
総
務
課
（
昭
和
十
七
年
）
≫
祗
会
教
育

局
文
化
課
（
昭
和
十
八
年
）
、
数
学
局
教
化
課
盆
昭
和
十
九
年
）
、
祉
会
教
育
局
文

化
課
（
昭
和
二
十
年
）
の
諸
課
に
お
い
て
所
掌
し
て
き
た
が
、
昭
和
十
七
年
以
後

は
一
課
の
一
掛
り
と
し
て
取
り
扱
っ
て
き
た
に
す
ぎ
ず
、
昭
和
二
十
二
年
に
い

た
っ
て
よ
う
や
く
文
化
財
保
存
課
が
新
設
さ
れ
て
、
も
っ
ば
ら
こ
れ
を
取
扱
う

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
沿
革
か
ら
考
え
れ
ば
、
部
制
を
し
く
事
務
局
の
設
置
が
画
期
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

新
し
い
事
務
局
は
事
務
局
長
の
下
に
一
一
部
六
課
に
よ
っ
て
構
成

〗さ
れ
}
)
い

る
。
法
律
は
総
務
部
お
よ
び
保
存
部
を
鷹
く
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
さ
ら
に

文
化
財
保
存
委
員
会
規
則
第
一
号
に
よ
り
、
総
務
部
に
は
、
庶
務
課
、
会
計
課

管
理
課
≫
保
存
部
に
は
美
術
工
藝
品
課
≫
建
造
物
課
≫
記
念
物
課
が
お
か
れ
る

i

ャ
と
に
定
め
＿
ら
れ
た
。

．
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事
務
局
は
そ
の
成
立
に
当
っ
て
、
従
前
の
祉
会
教
育
局
文
化
財
保
存
課
と
国

立
博
物
館
の
一
部
（
保
存
修
理
課
ど
調
査
課
）
と
を
吸
牧
し
た
の
で
、
大
体
に
お

い
て
総
誂
部
は
文
化
財
保
存
翻
の
行
っ
て

い
た
文
化
財
保
酸
行
政
華
薪
に
あ
た

、

り
、
保
存
部
は
こ
れ
が
具
体
的
執
行
に
あ
た
る
建
前
に
な
っ
て
い
る
。
迎
に

い

え
ば
総
瀦
部
は
も
っ
ば
ら
事
務
的
方
面
を
、
保
存
部
は
執
行
的
方
面
を
受
け
持

っ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
保
存
部
が
具
体
的
執
行
を
受
け
持
つ
と

い
っ
て
も
≫
た
と
え
ば
直
接
に
国
宝
建
造
物
や
宝
物
の
修
理
に
あ
た
る
わ
け
で

は
な
く
、
多
く
の
場
合は
~
笑
際
は
民
間
の
専
門
家
が
こ
れ
に
あ
た
り、
保
存

部
は
こ
れ
を
指
揺
監
密
し
た
り
、
こ
れ
に
関
し
助
言
≫
指
導
、
勧
告
、
指
示
、

命
令
す
る
亭
務
を
つ
か
さ
ど
る
の
で
あ
っ
て
、
本
体
は
や
は
り
広
い
意
味
に
お

け
る
事
務
を
掌
る
わ
け
で
あ
る
。

t

次
に
事
務
局
組
織
規
程
に
よ
っ
て
各
課
の
所
掌
事
務
の
概
略
を
説
明

し
よ

う。
規
程
の
順
序
に
従
っ
て
、
総
務
部
か
ら
記
せ
ば
庶
器
課
で
は
、人
事
、
文
書
≫

広
報
、
渉
外
≫
法
令
案
の
審
査
、
博
物
館
お
よ
び
研
究
所
に
関
す
る
班
務
な
ど

が
そ
の
所
掌
事
務
と
さ
れ
て
い
る
。
会
計
課
で
は
予
寡
決
算
会
計
、
福
利
厚
生

管
理
な
ど
本
省
の
会
計
課
と
福
利
昧
に
あ
た
る
寮
務
を
掌
る
。
つ
ま
り
委
員
会

が
文
部
省
の
外
局
で
あ
ろ
結
果
≫
本
省
の
官
房
に
あ
た
る
席
務
を
こ
の
一
＿
課
で

掌
る
わ
け
で
あ
る
。

管
理
課
以
下
の
各
課
の
所
掌
事
務
は
笑
質
的
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
管
理
謀

の
所
掌
事
務
を
左
に
列
記
す
れ
ば
、

9
重
要
文
化
財
の
用
品
ま
た
は
公
開
の
命
令
、
勧
告
承
認
お
よ
び
許
可
に
関

．す
る
こ
と
°
霞
嬰
文
化
財
の
出
品
に
対
す
る
給
与
金
に
関
す
る
こ
と
。

今
度
の
文
化
財
保
護
法
で
は
、
従
来
の
国
宝
を
全
部
一
應
誼
要
文
化
財
と
み

な
し
て
取
り
あ
っ
か
い

2
一
五
條
一
項
）
、
再
審
査
の
結
呆
特
に
優
秀
な
も
の

は
、
国
宝
に
指
定
し
≫
巌
選
さ
れ
た
国
宝
の
保
護
の
徹
底
を
期
し
≫
箪
要
文
化

財
ほ
印
宝
に
次
ぐ
保
願
を
与
え
る
方
鉛
を
と
二
J

い
る
。
つ
ま
り
i

i

段
辮
制
を

と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
｀
普
通
広
膜
で
重
要
文
化
財
と
い
う
と
き
は
国
宝
を

も
含
め
て
こ
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。

‘

委
員
会
は
霞
要
文
化
財
の
所
有
者
に
対
し
て
、

一
年
以
内
の
期
間
を
限
っ
て

博
物
館
そ
の
他
の
施
設
で
国
の
主
催
す
る
公
開
の
用
に
供
す
る
た
め
、
軍
要
文

0

0

 

化
財
を
出
品
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
文
化
財
の
管
理
ま

0

0

 

た
は
修
理
に
国
が
補
助
金
を
交
付
し
た
場
合
は
出
品
の
命
令
を
す
る
こ
と
も
で

0

0

 

き
る
。
ま
た
所
有
者
の
側
か
ら
出
品
を
希
猪
し
た
場
合
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と

0

0

0

 

が
で
き
る
。
出
品
に
要
す
る
養
用
や
、
こ
れ
に
対
す
る
給
与
金
（
謝
金
）
は
国
庫

の
負
担
で
あ
る
。

⇔
出
品
さ
れ
、
ま
た
は
管
理
の
委
託
を
受
け
た
重
要
文
化
財
の
管
理
に
関
す

る
こ
と
。

前
述
の
国
立
博
物
館
そ
の
他
の
施
設
に
誼
要
文
化
財
の
出
品
を
勧
告
ま
た
は

命
令
し
た
場
合
は
、
委
員
会
は
博
物
館
の
験
員
ま
た
は
亭
務
局
の
戦
員
の
R
ち

か
ら
そ
の
震
要
文
化
財
管
理
の
資
に
任
ず
る
者
を
定
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

．

国
重
要
文
化
財
の
買
取
に
関
す
る
こ
と
。

重
要
文
化
財
を
所
有
者
が
他
人
に
売
却
す
る
場
合
は
予
定
対
価
な
ど
を
記
し

た
密
面
を
委
員
会
に
提
出
し
て
、
ま
ず
国
に
対
す
る
売
渡
の
申
出
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
旧
国
宝
保
護
法
で
は
寺
社
所
有
の
図
宝
の
売
却
を
禁
じ

て
い
た
の
を
緩
和
し
て
、
所
有
者
が
個
人
の
場
合
で
も
祉
寺
の
場
合
で
も
売
却

は
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
と
し
≫
た
だ
国
が
優
先
的
に
買
受
け
る
機
会
を
作
る
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こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
国
が
買
取
ら
ね
ば
所
有
者
は
他
人
に
売
却
し
て
さ
し

つ
か
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

飼
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
の
国
庫
補
助
≫
国
庫
負
担
お
よ
び
損
害
補
償
に
関

す
る
こ
と
。

重
要
文
化
財
の
管
理
ま
た
は
修
理
に
つ

い
て
多
額
の
経
要
を
要
し
、
霊
要
文

化
財
の
所
有
者
が
経
済
的
負
担
に
た
え
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
国
は
所
有
者
に

補
助
金
を
交
付
し
て
費
用
の
一
部
に
あ
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
管
理

が
適
当
で
な
く
霊
嬰
文
化
財
の
安
全
を
保
ち
が
た
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
≫
国

が
衆
用
を
負
担
し
て
必
要
な
措
置
を
所
有
者
ま
た
は
管
理
責
任
者
に
命
じ
ま
た

は
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
国
宝
に
つ
い
て
は
命
令
又
は
勧
告
が
笑
行

さ
れ
な
い
場
合
は
委
員
会
が
み
ず
か
ら
必
要
な
措
躍
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
霊
要
文
化
財
が
す
で
に
破
損
し
て
い
る
場
合
に
こ
れ
が
修
理
の
聾
用
を

負
担
す
る
場
合
も
あ
る
。

国
埋
蔽
文
化
財
の
発
見
に
対
す
る
報
償
金
に
関
す
る
こ
と
。

埋
蔵
文
化
財
の
眼
渡
に
関
す
る
こ
と
。

埋
蔵
文
化
財
は
地
下
、
水
底
そ
の
他
人
目
に
鰊
れ
な
い
場
所
に
あ
る
文
化
財

の
称
呼
で
あ
っ
て
、
文
化
財
保
臨
法
は
こ
の
保
誰
発
堀
活
用
な
ど
に
つ
い
て
特

に
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
≫
そ
の
う
ち
報
償
金
と
譲
与
に
関
す
る
こ
と
が

管
理
課
で
と
り
あ
っ
か
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

．

委
員
会
が
必
要
あ
り
と
認
め
て
み
ず
か
ら
発
堀
を
行
い
発
見
し
た
文
化
財
は

所
有
者
が
判
朋
し
な
い
場
合
は
国
有
に
な
る
が
、
こ
の
埋
蔵
文
化
財
の
発
見
者

お
よ
び
発
見
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
に
は
≫
国
は
そ
の
価
格
に
相
当
す
る
報
償

金
を
支
払
う
。
ま
た
、
そ
の
埋
蔵
文
化
財
が
国
が
保
臨
す
る
必
要
あ
る
場
合
を

除
い
て
は
、
こ
れ
を
発
見
者
又
は
土
地
所
有
者
に
護
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
見
者
は
多
く
研
究
家
で
あ
る
か
ら
報
償
金
よ
り
も
文
化
財
を
欲
す
る
場
合
が

多
い
。
ま
尺
埋
甑
文
化
財
の
発
見
さ
れ
た
土
地
を
管
轄
す
る
公
共
団
体
に
そ

の
文
化
財
を
譲
渡
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

箇
無
形
文
化
財
の
公
開
の
命
令
お
よ
び
承
認
に
関
す
る
こ
と
。

、、

無
形
文
化
財
に
つ
い
て
の
国
庫
補
助
≫
国
庫
負
担
、
要
材
の
あ
っ
旋
そ
の
他

の
助
成
に
関
す
る
こ
と
。

無
形
文
化
財
は
演
劇
、
晋
架
、
舞
踊
、
エ
琺
技
術
な
ど
無
形
の
文
化
的
所
壺

．
の
称
呼
で
あ
る
。
た
と
え
ば
文
架
、
能
架
、
雅
槃
、
刀
か
ぢ
の
技
術
等
は
何
ら

か
の
保
護
が
な
け
れ
ぽ
衰
亡
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
無
形
文
化
財
の
保
誰
も
肝

要
な
の
で
あ
る
。

．
無
形
文
化
財
の
う
ち
≫
特
に
価
値
が
高
い
も
の
で
国
が
保
臨
し
な
け
れ
ば
衰

亡
の
お
そ
れ
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
≫
委
員
会
は
補
助
金
を
交
付
し
、
ま
た
は

、、

資
材
の
あ
っ
旋
そ
の
他
適
当
な
助
成
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
°
助
成
を
受
け
た

も
の
に
対
し
て
は
、
委
員
会
は

I

-

＿
ヶ
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
こ
の
無
形
文
化

財
の
公
開
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

紺
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
の
国
庫
補
助
、
国
庫
負
担
お
よ
び
損
害

賠
償
に
関
す
る
こ
と
。

史
跡
は
、
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
古
く
は
石
器
時
代
の
住
居
跡
か

ら
、近
く
は
明
治
時
代
（
＊
と
え
ば
小
泉
八
迅
の
旧
宅
）
に
及
ん
で
い
る
。
名
勝
に
は
、

い
庭
園
（
例
、
大
包
寺
の
庭
）
≫
公
園
（
例
、
丸
山
公
園
品
の
よ
う
な
人
工
的
器
術
的
な
も

・
の
、
回
自
然
の
風
丑
（
例
、

松
島
•

天
の
腐
立
）»

い
自
然
と
人
工
の
交
錯
し
た
も
の

（
例、
磁
認
・

感
邑
の
一
—i稲
に
わ
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
は
、
更
に
詳
し
く
言
え
ば
、
狭
義
の
史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
と、

特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
に
わ
か
れ
る
。
特
別
史
跡
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名
勝
天
然
記
念
物
は
畜
そ
れ
が
滅
失
破
損
ま
た
は
衰
亡
の
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う

な
場
合
は
委
員
会
は
管
理
者
に
対
し
管
理
方
法
の
改
善
や
保
存
施
設
の
設
置
な

ど
の
必
要
な
措
面
を
命
じ
ー
ま
た
け
倒
告
す
る
こ
と
ガ
で
き
る
（
ま
た
珪
に
砺

損
ま
た
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
≫
復
旧
の
命
令
ま
た
は
勧
告
を
行
う
こ
と
も
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
い
ず
れ
も
こ
の
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
国
庫
の

負
担
と
す
る
こ
と
等
、
国
宝
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

囮
文
化
財
専
門
審
議
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

文
化
財
専
門
審
議
会
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

以
上
述
べ
る
と
こ
ろ
を
一

言
に
し
て
言
え
ば
、
管
理
課
で
は
主
と
し
て
文
化

財
保
陵
行
政
事
務
の
う
ち
補
助
金
、
負
担
金
、
損
害
補
償
給
与
金
、
出
品
毀
用

の
交
付
な
ど
、
す
べ
て
経
済
的
交
付
に
関
す
る
事
務
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
し
て
具
体
的
に
い
か
に
交
付
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
保
存
部
の
勧
告
に
基
い
て
こ
れ
を
行
う
わ
け
で
あ
る
。

美
術
H
藝
品
謀
が
瑕
扱
う
も
の
は
≫
絵
画
、
彫
刻
、
文
書
、
需
籍
、
典
籍
、

陶
器
、
漆
器
、
金
工
口
呵
刀
創
、
甲
胃
、
染
物
≫
織
物
、
考
古
資
料
、
民
俗
資

料
そ
の
他
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
等
で
あ
っ
て
す
こ
ぶ
る
広
範
に
わ
た
る

が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
美
術
工
藝
品
を
代
表
的
の
も
の
と
し
て
課
名
に
し
た
の
で

あ
る
0

こ
の
い
わ
ゆ
る
美
術
工
藝
品
に
つ
い
て
こ
の
課
は
次
の
諸
事
務
を
取
り

扱
う
。

H
美
徹
工
藝
品
で
あ
る
有
形
文
化
財
に
関
し
、
国
宝
ま
た
は
霊
要
文
化
財
の

指
定
お
よ
び
そ
の
解
除
に
関
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
指
定
は
ま
ず
こ
の
課
で
そ
の
有
形
文
化
財
を
調
査
し
、
こ
れ
に
基

い
て
原
案
を
作
製
し
≫
後
述
の
専
門
審
議
会
の
議
に
付
し
た
上
で
委
員
会
と
し

て
指
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
指
定
は
さ
し
あ
た
っ
て
こ
の
課
の
大
き
い
仕
亭
で

あ
っ
て
、
こ
の
た
め
こ
の
課
の
巖
員
三
十
余
名
の
大
牛
は
随
時
全
国
各
地
に
出

帳
し
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
初
の
仕
事
と
し
て
ほ
、
従
前
の
国
宝

保
痙
法
で
指
定
さ
れ
た
罰
宝
（
但
し
建
造
物
で
あ
る
犀
宝
を
除
く
＄
ー
ー
こ
れ

は
八
月
二
十
九
日
文
化
財
保
綾
法
施
行
後
は
こ
の
法
に
よ
り
一
律
に
霞
要
文
化

財
と
な
っ
た
ー
ー
約
六
千
点
の
う
ち
か
ら
、
＇文
化
財
保
護
法
に
よ
る
新
し
い
国

宝
を
選
び
、
ま
た
「
重
挺
美
術
品
等
の
保
存
に
関
す
る
法
律
」
で
認
定
さ
れ
た
建

造
物
以
前
の
露
要
美
術
品
等
約
八
千
点
の
う
ち
か
ら
霊
要
文
化
財
と
新
し
い
国

宝
と
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
は
現
在
の
職
員
で
は
最
大
限
に
能
率
を

あ
げ
て
も
五
ゲ
年
は
か

さ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
も
、
そ
の
中
に
は
現
在
の
鞍
員

／も
専
門
審
議
員
も
未
見
の
も
の
が
あ
り
、
ま
た
戦
争
中
の
宝
物
疎
開
に
端
を
発

し
て
、
終
戦
後
の
経
済
界
の
変
動
は
、
宝
物
類
の
従
来
の
所
在
地
と
所
有
者
と

に
未
曾
有
の
大
変
更
を
来
た
し
、
法
律
を
も
っ
て
当
然
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
国
宝
、
重
要
美
術
品
等
の
所
有
者
変
更
の
届
出
を
怠
っ
て

い
る
者
が
相
当
多

い
と
推
測
さ

れ

る

の

で

あ

る

。

．

調
査
を
終
え
て
指
定
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
告
示
し
、
か
つ
そ

の
所
有
者
に
指
定
害
を
交
付
す
る°

・

⇔
美
衡
工
藝
品
で
あ
る
軍
要
文
化
財
に
関
す
る
台
帳
を
整
備
す
る
こ
と
。

こ
の
台
帳
に
は
、
霊
要
文
化
財
の
名
称
、
点
数
、
そ
の
特
微
（
寸
法
、
霊
最
、
．

材
質
等
）
な
ど
を
墨
で
書
き
、
か
つ
そ
の
写
呉
を
添
え
る
。

伺
美
術
工
藝
品
で
あ
る
軍
要
文
化
財
の
管
理
ま
た
は
修
理
に
つ
い
て
の
命

令
、
勧
告
、
指
示
お
よ
び
指
揮
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

＇
震
要
文
化
財
の
現
状
を
維
持
す
る
た
め
の
保
膜
、
管
理
お
よ
び
こ
れ
に
必
要

措
置
を
「
管
理
」
、
軍
要
文
化
財
が
破
損
し
た
場
合
に
破
損
前
の
状
態
に
回
復
す

る
措
置
を
「
修
理
」
と
言
う
が
、
重
要
文
化
財
の
管
理
ま
た
は
修
理
に
つ
き
、
所
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有
者
が
そ
の
経
費
の
負
担
に
た
え
な
い
場
合
≫
政
府
は
そ
の
全
額
ま
た
は
一
部

を
補
助
で
き
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
際
補
助
の
条
件
と
し

て
管
理
ま
た
は
修
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
委
員
会
は
指
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
ま
た
必
要
あ
れ
ば
こ
の
場
合
≫
管
理
ま
た
は
修
理
に
つ
い
て
指

揮
監
督
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

．

徊
美
術
工
藝
品
で
あ
る
国
宝
の
修
理
お
よ
び
滅
失
ま
た
は
破
損
の
防
止
の
措

置
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

国
宝
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
賓
任
者
が
委
員
会
の
修
理
命
令
ま
た
は
勧
告
に

従
わ
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
滅
失
破
損
防
止
の
，
命
令
ま
た
は
勧
告
に
従
わ
な
い

場
合
は
、
委
員
会
は
み
ず
か
ら
修
理
ま
た
は
滅
失
破
損
防
止
の
措
置
を
行
う
。

固
美
術
工
藝
品
で
あ
る
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
、
輛
出
お
よ
び
所
有
者
以

外
の
者
に
よ
る
公
開
の
許
可
並
び
に
環
境
保
全
の
た
め
に
す
る
行
為
の
制
限
、

禁
止
お
よ
び
必
要
な
施
設
の
命
令
に
関
す
る
こ
と
。

重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
は
原
則
と
し
て
許
可
さ
れ
な
い
。
し
か
し
時
の
経

過
と
と
も
に
腐
朽
し
て
ゆ
く
場
合
、
何
ら
か
の
補
修
を
加
え
る
こ
と
が
そ
の
重

要
文
化
財
を
保
存
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
限
度
に
お
い
て
許
可
を
行

う
。
ま
た
、
重
要
美
術
品
は
原
則
的
に
は
輛
出
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
輛
出

が
文
化
の
国
際
的
交
流
そ
の
他
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
例
外
的

に
許
可
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
許
可
を
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
専
門

審
議
会
の
諮
問
を
経
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
ま
た
、
委
員
会
は
、
文
化
財
保
誰

の
見
地
か
ら
、
そ
の
環
境
の
地
域
を
定
め
て
一
定
の
行
為
を
禁
止
す
る
。
単
に

禁
止
で
は
不
十
分
の
場
合
は
必
要
な
施
設
を
命
ず
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
措
置
に
つ
い
て
も
専
門
審
議
会
に
附
議
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

駒
美
術
工
藝
品
で
あ
る
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

文
化
財
保
蔑
行
政
の
実
施
の
立
場
か
ら
は
軍
要
文
化
財
の
調
査
は
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
所
有
者
の
立
場
か
ら
は
調
査
に
名
を
借
り
て
頻
繁
に
実
地
鑑
査
を

、
受
け
る
こ
と
は
菌
ま
し
く
な
い
。
そ
こ
で
霊
要
文
化
財
保
誤
の
た
め
の
調
査
潅

は
規
定
す
る
が
、
こ
れ
を
最
少
限
度
、
必
要
な
場
合
に
限
定
し
、
か
つ
事
前
に

公
開
に
よ
る
聰
問
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
最
少
限
度
必
要
な
場
合
と
は
霊
要
文

．．
化
財
の
現
状
変
更
の
許
可
の
申
請
の
あ
っ
た
と
き
≫
重
要
文
化
財
が
破
損
し
て

い
る
と
き
、
滅
失
破
損
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、

霊
要
文
化
財
の
価
値
の
再
鑑

査
の
必
要
あ
る
と
き
、
な
ど
で
あ
る
。

紺
美
術
工
惑
品
に
関
す
る
専
門
的
、
技
術
な
指
導
と
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

囚
美
術
工
臨
品
で
あ
る
重
要
文
化
財
の
管
理
に
つ
い
て
の
届
出
に
関
す
る
こ

と。似
美
術
工
臨
品
の
管
理
お
そ
び
修
理
に
必
要
な
資
料
を
刊
行
し
お
よ
び
領
布

す
る
こ
と
。

．
田
美
術
工
藝
品
に
関
す
る
記
録
、写
館
、
複
写
お
よ
び
複
製
に
関
す
る
こ
と
。

出
文
化
財
保
蔑
法
第
一
ー
六
条
第
二
預
に
規
定
す
る
重
要
美
術
品
等
の
保
護

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
専
務
の
う
ち
、
美
術
工
藝
品
に
関
す
る
事
務

を
処
理
す
る
こ
と
。

軍
要
美
術
品
等
の
保
護
に
関
す
る
法
律
は
本
来
国
宝
に
準
ず
べ
き
価
値
を
持

つ
文
化
財
に
つ
い
て
、
国
宝
に
指
定
す
る
か
ど
う
か
の
鐙
査
を
途
げ
る
ま
で
の

問
、
そ
の
海
外
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
財

保
臨
法
施
行
後
は
早
急
に
そ
の
再
鑑
査
を
行
い
霊
要
文
化
財
と
す
べ
き
も
の

は
、
そ
の
指
定
を
行
い
、
し
か
ら
ざ
る
も
の
は
重
要
美
術
品
の
認
定
を
解
除
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

笠
美
術
工
藝
品
で
あ
る
軍
要
文
化
財
に
つ
い
て
の
出
品
ま
た
は
公
開
の
命
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令
~

勧
告
お
よ
び
承
認
»
並
び
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
買
取
、

出
品
に
対
す
る
給

与
金
≫
国
庫
補
助
、
国
庫
負
担
、
損
害
賠
償
、
法
人
の
設
立
の
認
可
そ
の
他
総

程
剖
の
所
喘
珀
務
で
こ

の
課
に
関
係
あ
る
事
項
に
関
し
総
務
部
に
対
し
勧
告
す

る
こ
と
。

こ
れ
ら
亭
務
の
実
施
に
つ

い
て
は
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
美
術
工
藝
品

課
で
意
見
を
定
め
て
保
存
部
に
勧
告
し
、
総
務
部
は
こ
れ
に
基
い
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
0

.

由
文
化
財
専
門
審
議
会
に
対
し、

管
理
課
と
迦
絡
じ
て
事
務
的
≫
抜
術
的
な

援
助
を
与
え
る
こ
と
。

建
造
物
課
美
術
工
要
ninn課
の
所
掌
事
務
は
既
に
列
挙
し
た
が
、
そ
の
列
挙

し
た
事
務
の
同
顕
の
語
で
あ
る
「
英
術
工
喫
品
で
あ
る
訊
要
文
化
財
」
「
美
術
工

藝
品
」
を
「
建
造
物
で
あ
る
重
要
文
化
財
」
「
建
造
物
」
と
置
き
か
え
れ
ば
そ
の

ま
4
建
造
物
課
の
分
掌
事
務
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
≫
同
じ
よ
う
な
叙
述
を
こ
4

に
再
び
繰
返
す
こ
と
は
ひ
か
え
る
が
、
大
体
こ
の
課
の
仕
旗
は
大
ざ
っ
ば
に
言

っ
て
、
い
調
査
、
⇔
修
理
、
国
管
理
、
徊
試
験
の
四
つ
の
穿
務
に
わ
か
れ
る
。

台

調

査

S
建
造
物
で
あ
る
国
宝
ま
た
は
霊
要
文
化
財
の
指
定
並
び
に
解
除
の
た
め
の

調
査
計
画
の
樹
立
と
そ
の
遂
行
の
た
め
の
亭
務
。

い
右
に
基
く
実
地
調
査
≫
記
録
醐
査
、
そ
の
他
の
資
料
の
調
査。

⑰
専
門
審
識
会
に
提
出
す
べ
き
康
樅
の
作
製
。

・
国
台
張
の
調
製
並
び
に
保
管
。

④
記
録
、

写
筵
~

笑
測
図
の
作
製
»

並
び
に
保
管
。

⇔

修

理

、
監
瞥

．

S
建
造
物
で
あ
る
国
宝
、
ま
た
は
軍
要
文
化
財
に
関
｀
と
修
理
計
画
の
梅
立
≫

長
期
計
画
≫
年
度
計
画
に
基
く
工
事
費
総
額
の
見
込
゜

い
庸
営
工
事
（
姫
路
城
、
松
本
城
）
の
計
画
°

・

⑰
特
別
工
咽
（
法
陸
寺
h

日
光
廟
）
の
技
術
的
指
瑯。

g
現
状
変
更
）
設
計
変
更
に
と
も
な
う
技
循
的
、

亭
務
的
処
置
。

①
竣
工
検
査
並
び
に
清
算
。

例
工
事
報
告
の
調
製
並
び
に
刊
行
。

、
〶
模
写
、

模
造
の
作
製
。

八
同

管

理

S
建
逃
物
で
あ
る
重
要
文
化
財
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
畜
指
示
（
た

．

と
え
ば
立
入
禁
止
の
た
め
の
柵
、
戸
締
な
ど
）
。

．

い
環
境
保
ん土
に
つ

い
て
の
調
査
、
指
示
、
餓
出
（
た
と
え
ば
茶
室
の
場
合
）お

よ
び
所
有
者
に
よ
る
公
開
の
許
可
の
制
限
、
荼
止
お
よ
び
必
嬰
な
施
設
の

命
令
。

⑰
防
災
の
た
め
の
調
査
並
び
に
計
画
の
梅
立
、
そ
れ
に
と
も
な
う
設
計
並
び

に
施
工
の
監
督
。

g
博
物
館
の
列
品
寧
業
の
援
助
0

.

絢

試

験

文
化
財
の
修
理
に
必
要
な
材
料
、
設
備
、
エ
法
等
の
科
学
的
研
究
並
び
に
試

験
（
た
と
え
ば
合
成
樹
脂
の
應
用
、

防
虫
剤
~

防
腐
財
な
ど
）
。

蓉
造
物
課
の
分
掌
事
務
の
う
ち
で
最
も
目
立
つ
の
は
修
理
に
関
す
る
硲
務
で

あ
る
。
全
国
の
重
要
文
化
財
た
る
建
造
物
、
少
く
と
も
国
宝
建
辿
物
を
時
の
経

過
に
よ
る
腐
朽
か
ら
や
る
た
め
に
修
理
が
行
わ
れ
る
。
昭
和
二
十
五
年
度
は
こ

の
た
め
に
一
億
五
千
万
円
、
最
汚
の
ジ
ニ
ー
ン
臨
風
に
よ
る
被
害
復
18の
た
め

に
一一一
千
八
百
万
円
合
計

一
偉
八
千
仄
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
現
在

18国

‘‘ 
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．．
 宝
保
存
法
に
よ
る
国
宝
、
す
な
わ
ち
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
軍
要
文
化
財
と
認

．
め
ら
れ
て
い
る
建
遥
物
は
約
一
六

0
0棟
あ
る
。

こ
れ
ら
の
建
造
物
は
三
十
年

ご
と
に
修
理
を
ほ
ど
こ
す
の
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
―
-l
十
年
経
て
{

ば
屋
根
を
ふ
き
か
え
る
。
次
の
一
＿
＿
十
年
で
ほ
軒
廻
り
、
床
下
、
土
台
な
ど
を
修

理
す
る
必
要
が
あ
る
。
―

1
0
0年
又
は
一
―

I
O
C年
ご
と
に
建
造
物
を
解
体
し
て

建
て
替
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
で
は
予
算
の
関
係
で
こ
の
一

l-0年
は
四
0
年

に
な
っ
て
い
る
。

か
り
に
、

一大

0
0棟
の
建
造
物
を
―
―

-
0年
ご
と
に
修
理
す
る
と
な
る
と
毎

年
平
均
約
五
十
三
棟
を
修
理
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
計
算
に
な
る
。
従
来
の
実
際
も

毎
年
約
六
十
棟
を
修
理
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
本
年
の
よ
う
に
殿
風
の
被
害

が
あ
っ
て
早
急
に
修
理
を
要
す
る
も
の
が
で
て
く
る
と
百
棟
近
い
も
の
を
修
理

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
体
六

0
棟
の
う
ち
＿
＿
一
分
の
一
の
一

1
0棟
が
解
体
修
理
で

残
り
は
屋
根
の
ふ
き
か
え
や
土
台
の
修
理
で
あ
る
。

建
造
物
課
は
修
理
に
っ
い
て
ま
ず
長
期
計
画
を
た
て
こ
れ
を
実
行
す
る
に
は

更
に
年
次
計
画
を
た
て
る
。
現
在
は
昭
和
二
十
二
年
に
た
て
た
五
十
年
計
画
に

基
い
て
修
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
予
算
の
不
足
そ
の
他
の
た
め
に
予
定
よ
り
遅

れ
、
あ
る
程
度
の
繰
り
の
べ
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
五
ケ
年
計
画
に
基
く
修
理
に
要
す
る
経
贅
に
対
L
て
大
蔵
省
は
八
制
の

国
庫
補
助
を
認
め
て
お
り
、
残
り
の
一

＿割
を
所
有
者
や
縣
市
な
ど
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
補
助
李
は
、

一
番
初
め
は
全
額
補
助
、
第
一
次
世

界
大
戦
頃
は
五
割
、・
昭
和
の
初
め
は
四
割
と
な
り
、

18国
宝
保
存
法
が
出
来
た

頃
は
五
割
、
戦
後
八
割
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
修
理
の
補
助
は
、
実
際
に
お

い
て
は
、
所
有
者
が
修
理
設
計
書
を
そ
え
て
補
助
申
請
害
を
委
員
会
あ
て
に
提

出
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
重
要
文
化
財
で
あ
る
建
造
物
の
修
理
を
行
い
う
る

専
門
家
は
限
ら
れ
た
数
し
か
い
な
い
（
全
国
で
一
＿
＿
十
人
位
、
し
か
も
そ
の
中
現
場

主
任
を
勤
め
う
る
者
は
十
人
位
）
。
そ
こ
で
、
多
く
の
場
合
所
有
者
よ
り
委
員
会

あ
て
に
設
計
の
依
頼
を
す
る
。
設
計
書
が
で
き
て
所
有
者
に
渡
す
際
、
具
体
的

に
全
工
事
費
が
わ
か
り
、
地
方
の
負
担
金
や
国
家
の
補
助
金
が
算
出
さ
れ
る
。

委
負
会
で
補
助
金
額
が
決
定
す
る
と
≫
今
度
は
所
有
者
は
修
理
の
技
術
者
の
派

遣
を
委
員
会
あ
て
に
依
頼
す
る
。
（
京
都
奈
良
滋
賀
の
よ
う
に
教
育
委
員
会
の
文

化
財
保
護
関
係
者
の
陣
容
の
整
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
別
で
あ
る
。
）
委
員
会
は

技
術
者
の
あ
っ
旋
を
行
う
。
．

右
に
述
べ

た
修
理
は
、
多
く
の
場
員
委
員
会
が
現
場
主
任
以
下
の
専
門
技
術

者
を
あ
っ
旋
し
、
教
育
委
員
会
が
こ
の
技
術
者
を
し
て
修
理
工
事
を
行
わ
せ
る

も
の
で
、
建
造
物
課
と
し
て
は
み
ず
か
ら
修
理
工
事
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
。

時
々
出
か
け
て
行
っ
て
こ
の
修
理
工
淳
を
藍
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
々

と
い
う
の
は
少
く
と
も
工
事
の
設
計
を
す
る
と
き
、
設
計
変
更
を
行
う
と
き

（
ほ
と
ん
ど
必
ず
途
中
で
股
計
変
更
の
必
要
を
生
ず
る
）
、
竣
工
し
た
と
ぎ
等
で

あ
る
。
建
造
物
課
は
こ
の
よ
う
に
修
理
工
寓
を
監
督
指
導
す
る
場
合
が
ふ
つ
う

で
あ
る
が
、
み
ず
か
ら
修
理
工
帯
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
姫
路
城
や
松
本
城
の

直
営
工
事
の
ご
と
き
が
こ
れ
で
あ
る
。

．

な
お
修
理
工
亭
の
た
め
の
建
造
物
所
有
者
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
は
前
述
の

よ
う
に
、
八
割
補
助
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
笑
行
の
上
で
は

笑
状
に
よ
っ
て
加
減
を
行
い
、
六
剖
な
い
し
八
制
と
し
て
い
る
。
そ
の
率
は
理

論
的
に
は
破
損
の
程
度
や
そ
の
建
造
物
の
価
値
の
程
度
な
ど
か
ら
割
り
出
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
が
≫
終
戦
後
は
実
際
は
所
有
者
負
担
と
地
方
公
共
団
体
の
補
助

力
と
に
関
連
し
て
き
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
補
助
率
の
算
定
に
つ
い
て
は
従
来

の
や
り
方
に
再
検
討
を
加
え
、
よ
り
涸
正
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て

い
る。
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．
防
災
施
設
に
つ
い
て
も
建
造
物
課
が
中
心
に
な
っ
て
対
策
を
ね
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
五
年
度
の
防
災
予
算
は
当
初
の
一
千
万
円
に
さ
ら
に
一
千
万
円
を
加

．
え
て
合
計
二
千
万
円
≫
昭
和
二
十
六
年
度
は
一
千
八
百
万
円
≫
こ
れ
が
さ
し
あ

た
り
の
防
災
施
設
補
助
の
予
算
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
哭
施
は
各
府
縣
で
行
う
か

ら
府
縣
の
予
算
が
ど
の
位
あ
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

記
念
物
課
の
所
掌
事
務
は
大
ざ
っ
ば
に

い
う
と
、

一
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
お
よ
び
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る

も
の
。

二
、
埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
も
の
。

三
、
無
形
文
化
財
に
関
す
る
も
の
。

に
わ
か
れ
、
こ
の
他
に
美
術
工
蕊
品
≫
建
造
物
の
両
課
と
同
様
に
こ
れ
ら
に
関

す
る
補
助
金
等
に
つ
い
て
総
務
部
に
勧
告
し
た
り
≫
文
化
財
専
門
審
識
会
に
事

務
的
≫
技
術
的
援
助
と
与
え
た
り
、
台
帳
を
盤
備
し
た
り
、
資
料
の
刊
行
頒
布

な
ど
の
仕
事
が
あ
る
。

日
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
ま
た
は
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
お

よ
び
そ
の
解
除
に
関
す
る
こ
と
。

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
二
階
段
を
設
け
て

い
る
の
は
、
重
点
的
保
陸
を
期
し
た
の
で
あ
る
。
指
定
を
行
う
場
合
に
は
文
化

財
専
門
審
議
会
に
付
議
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
軍
要
文
化
財
の
場
合
と
ち
が
っ

て
指
定
を
交
付
し
な
い
の
で
、
そ
の
代
わ
り
に
官
報
に
告
示
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
緊
急
を
要
す
る
場
合
、
都
道
府
縣
の
教
育
委
員
会
が
仮
指
定
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
指
定
を
行
え
ば
仮
指
定
は
そ
の
効
力
を
失
う
。
指
定

さ
れ
た
も
の
が
滅
失
し
ま
た
は
衰
亡
破
損
し
て
保
誰
を
す
る
価
値
を
失
っ
た
と

き
は
指
定
を
解
除
す
る
。

⇔
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
ま
た
は
復

18に
関
ず
る
命
令
、
勧
告
、
指

示
お
よ
び
指
揮
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

．

伺
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復

18お
よ
び
減
失
破
損
ま
た
は
衰
亡
の
防

止
の
措
縦
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

絢
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
並
び
に
環
境
保
全
の
た
め

に
す
る
行
為
の
制
限
≫
禁
止
お
よ
び
必
要
な
施
設
の
命
令
に
関
す
る
こ
と
。

徊
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ

い
て

の
調
査
お
よ
び
調
査
の
た
め
に
必
要
な

措
置
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

約
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
つ
い
て
の
届
出
に
関
す
る
こ
と
。

こ
れ
は
す
べ
て
重
要
文
化
財
に
対
す
る
美
術
工
蕊
品
課
の
場
合
と
同
様
で
あ

る
。
国
の
調
査
の
た
め
の
必
要
な
措
置
と
は
、
障
害
物
の
除
去
や
土
地
の
発
掘

の
ご
と
き
も
の
を
意
味
し
、
そ
の
毀
用
は
補
償
す
る
。
そ
の
金
額
は
記
念
物
諌

か
ら
総
務
部
に
勤
告
す
る
わ
け
で
あ
る
。

紺
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る
専
門
的
技
術
的
な
指
導
と
助
言
と
に
関

す
る
こ
と
。

囮
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る
台
帳
の
整
備
、
記
録
≫
写
婢
、
複
写
お

よ
び
複
製
に
関
す
る
こ
と
。

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
お
よ
び
復
18に
必
要
な
資
料
を
刊
行
し
、
お

よ
び
頒
布
す
る
こ
と
。

．
紺
古
墳
旧
跡
そ
の
他
の
遺
跡
発
見
の
届
出
に
関
す
る
こ
と
‘〇

古
墳
そ
の
他
の
造
跡
や
旧
跡
を
発
見
し
た
場
合
≫
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な

く
十
日
以
内
に
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
は
こ
の
場
合

・

に
も
適
切
な
指
示
を
な
し
、
こ

の
調
査
保
存
に
造
撼
な
き
を
期
す
る
。

田
埋
蔵
文
化
財
の
発
堀
の
禁
止
≫
停
止
、
お
よ
び
中
止
の
命
令
に
関
す
る
こ
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埋
蔵
文
化
財
の
発
堀
は
二
十
日
前
に
委
員
会
に
届
け
用
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が

こ
の
場
合
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
発
堀
を
禁
止
、

停
止
及
び
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
決
し
て
学
術
的
な
発
堀
を

阻
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
非
学
術
的
な
濫
堀
盗
堀
に
よ
っ
て
貴
霞

な
遣
跡
逍
物
が
学
術
的
な
対
象
と
な
ら
ず
に
破
壊
消
減
す
る
こ
と
を
防
止
す
る

こ
と
が
本
旨
な
の
で
あ
る
。

｀

出
埋
蔵
文
化
財
の
発
堀
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

委
員
会
は
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
み
ず
か
ら
発
堀
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
土
地
所
有
者
は
私
法
上
の
権
利
を
理
由
と
し
て
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
日
、
考
古
学
に
よ
っ
て
日
本
古
代
文
化
の
閾
明
の
必
要
が
要
茎
さ
れ
て
い
る

が
紐
織
な
調
査
は
二
三
例
を
数
え
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
調
査
さ
れ
ず
に

破
壊
消
滅
す
る
重
要
な
造
跡
は
極
め
て
多
い
の
で
あ
る
。
委
負
会
は
必
要
が
あ

る
場
合
は
組
織
的
な
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
調
査
と
保
誰
と
に
完
全
を
期
す

．
る
も
の
で
あ
る
。

国

埋

蔵

文
化
財
の
発
堀
に
つ

い
て

の
届
出
お
よ
び
指
示
に
関
す
る
こ
と
。

前
述
の
よ
う
に
埋
蔵
文
化
財
発
堀
を
行
う
場
合
は
発
堀
者
は

一
定
の
書
式
に

よ
り
、
二
十
日
前
に
委
負
会
に
届
出
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の
種
の
届
出
は
極
め

て
多
数
が
予
測
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
こ
の
場
合
委
員
会
は
専
門
的
立
場
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
適
正
な
判
断
を
な
し
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
上
必
要
な
指
示
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
発
堀
が
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
土
地
で
行
わ
れ
る
場
合
は
届
出

．
の
必
要
は
な
い
。
け
だ
し
史
跡
で
は
現
状
変
化
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
そ
の
土
地
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
も
問
接
に
保
護
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
大
学
、
研
究
所
な
ど
国
の
機
関
が
発
堀
す
る
場
合
も
届
出
は
必
草
こ
c
あ

と。

函
埋
蔵
文
化
財
の
鑑
査
に
関
す
る
こ
と。

造
失
物
法
に
よ
る
と
発
堀
さ
れ
た
埋
裁
文
化
財
は
所
有
者
が
判
明
し
な
い

と

き
は
、
警
察
署
長
を
通
じ
て
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合

委
員
会
は

こ
の
埋
蔵
物
が
文
化
財
で
あ
る
か
ど
う
か
を
忽
査
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
も
L
文
化
財
で
な
い
と
委
員
会
が
認
め
た
と
き
は
こ
れ
を
特
察
署
長
に

差
し
戻
し
、
文
化
財
と
認
め
た
と
き
は
そ
の
旨
を
警
察
署
長
に
通
知
し
国
庫
に

帰
属
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

⑮
埋
疲
文
化
財
に
関
す
る
記
録
、
写
浜
に
関
す
る
こ
と
。

埋
蔵
文
化
財
で
委
員
会
に
提
由
さ
れ
た
も
の
は
記
録
写
渡
を
と
っ
た
台
帳
を

作
製
し
て
こ
れ
を
保
管
す
る
と
と
も
に
、
特
に
国
庫
に
帰
属
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
刊
行
し
資
料
と
し
て
公
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

匂
助
成
の
措
謹
を
構
ず
べ
き
無
形
文
化
財
の
選
定
に
関
す
る
こ
と
。

無
形
文
化
財
の
う
ち
国
が
保
陸
し
な
け
れ
ば
衰
亡
の
お
そ
れ
あ
り
、
か
つ
保

存
に
足
る
価
値
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
補
助
金
を
交
付
し
、

あ
る
い
は
資
材
の

あ
っ
旋
を
行
う
な
ど
適
当
な
措
趾
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
価
値
あ
る
も

の
で
自
ら
経
淡
的
維
持
の
で
き
る
も
の
は
助
成
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

た
と

え
ば
文
架
の
ご
と
き
、
常
に
興
行
ご
と
に
赤
字
で
、
こ
の
ま
4

で
は
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
平
家
琵
毯
の
ご
と
き
承
継
者
の
絶
え
さ
う
な

も
の
は
対
象
と
な
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
無
形
文
化
財
中
、
エ
器
技
術
の
ご
と

き
は
そ
の
製
作
品
を
買
上
げ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
助
成
の
措
泄

と
し
て
は
助
成
金
や
資
材
の
あ
っ
旋
の
ほ
か
に
、
国
立
劇
場
の
設
立
や
そ
の
無

料
貸
与
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
予
算
の
計
上
が
な
く
て
は

行
わ
れ
な
い
。

る。
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以
上
が
ホ
務
局
の
権
限
で
あ
る
が
≫
そ
の
中
で
機
会
あ
る
ご
と
に
言
及
し
た

も
の
に
、
専
門
袖
議
会
が
あ
る
。
こ
れ
は
委
員
会
の
附
眺
機
関
で
あ
っ
て
、
委

員
会
の
路
問
に
邸
じ
て
文
化
財
の
保
存
お
よ
び
活
用
に
関
す
る
零
門
的
技
術
的

事
項
を
調
査
審
琺
L
≫
か
つ
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
必
要
と
認
め
る
市
項
を

委
負
会
に
建
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

専
門
審
議
会
に
諮
問
す
ぺ
き
事
預
と
し
て
法
律
は
次
の
諸
事
項
を
列
記
し
て

い
る。9

国
宝
ま
た
は
煎
要
文
化
財
の
指
定
お
よ
び
そ
の
解
除
。

⇔
訳
要
文
化
財
の
管
狸
お
よ
び
修
迎
に
関
す
る
命
令
。

国
図
宝
の
修
理
お
よ
び
滅
失
ま
た
は
破
拍
の
防
上
の
措
槌
の
施
行
。

徊
罰
要
文
化
財
の
現
状
変
更
お
よ
び
楡
出
の
許
可
お
よ
び
許
可
の
福
限
の
都

逍
府
縣
教
育
委
員
会
へ
の
委
任
。

固
頂
要
文
化
財
の
猿
換
保
全
の
た
め
に
す
る
行
為
の
制
限
、
禁
止
お
よ
び
必

四

無
形
文
化
財
に
つ
い

て
は
こ
れ
を
保
存
す
る
た
め
に
映
画
や
レ
コ
1
1

ド
に
撮

影
吹
込
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
入
場
説
の
滅
免
の
ご
と
き
行

政
上
の
措
臨
も
あ
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。

g
無
形
文
化
財
に
関
す
る
専
門
的
、
技
術
的
な
指
導
と
助
言
と
に
関
す
る
こ

と
。g

無
形
文
化
財
に
関
す
る
台
根
の
批
備
に
関
す
る
こ
と
。

oo無
形
文
化
財
の
行
理
お
よ
び
復
旧
に
必
要
な
資
料
を
刊
行
し
お
よ
び
顔
布

す
る
こ
と。

8
無
形
文
化
財
に
関
す
る
記
録
、
写
浪
、複
写
お
よ
び
複
製
に
関
す
る
こ
と
。

狸
な
施
設
の
命
令
。

因
霞
要
文
化
財
の
買
牧
゜

伯
埋
販
文
化
財
の
発
塀
の
施
行
。

囮
助
成
の
措
蹴
を
購
ず
べ
き
無
形
文
化
財
の
選
定
。

い
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
ま
た
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
お
よ

・
び
そ
の
解
除
。

田
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
ま
た
は
復

18に
関
す
る
命
令
。

出
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復

18お
よ
び
減
失
≫
破
損
ま
た
は
衰
亡
の

防
止
の
措
蹴
の
施
行。

固
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
お
よ
び
許
可
の
権
限
の
都

逍
府
縣
の
教
育
委
員
会
へ
の
委
任
。

固
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
環
境
保
全
の
た
め
に
す
る
行
為
の
制
限
≫
禁
止

お
よ
び
必
要
な
施
設
の
命
令
。

g
前
各
号
に
指
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
文
化
財
の
保
存
お
よ
び
活
用
に
関
す
る

軍
要
事
預
゜

専
門
審
議
会
は
四
つ
の
分
科
会
か
ら
成
る
。

第
一
分
科
会
は
美
循
工
芸
品
、
第
二
分
科
会
は
建
造
物
、
第
一＝
分
科
会
は
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
、
考
古
資
料
、
第
四
分
科
会
は
無
形
文
化
財
を
対
象
と
す

る
。
委
員
の
定
負
は
九
0
名
で
あ
h
、
そ
れ
人
＼
の
各
方
面
の
権
威
者
を
も
っ

て
こ
れ
に
当
て
る
こ
と
と
し
、
目
下
委
員
の
発
令
準
備
中
で
あ
る
。
委
員
会
に

は
必
淡
に
応
じ
て
臨
時
委
員
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
委
舜
会
の
さ
し
あ
た
り

の
大
き
な
問
題
で
あ
る
雨
宝
の
再
調
査
は
、
こ
の
審
議
会
に
諮
問
せ
ね
ば
な
ら

な
い
か
ら
、
で
き
る
限
り
速
か
な
発
足
が
待
担
さ
れ
て
い
る
。
専
門
審
議
会
は

諮
問
槻
関
で
あ
る
か
ら
≫
そ
の
答
申
を
い
か
に
と
り
あ
げ
る
か
は
委
民
会
の
自
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．
由
適
正
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
正
し
い
運
用
は
文
化
財
保
護
行

政
を
適
切
な
ら
し
め
る
上
に
極
め
て
霊
要
で
あ
る
。

委
員
会
の
附
属
機
関
と
し
て
は
専
門
審
議
会
の
ほ
か
に
国
立
悟
物
館
と
研
究

所
と
が
あ
る
。

国
立
博
物
館
は
本
館
を
東
京
に
、
分
館
を
奈
良
に
お
き
、
有
形
文
化
財
を
牧

集
し
保
管
し
て
公
衆
の
観
覚
に
供
し
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
に
関
連
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

国
立
博
物
館
は
名
称
は
従
来
と
同
じ
で
あ
る
が
、
文
化
財
保
護
委
員
会
の
成

立
と
と
も
に
笑
質
的
に
は
大
き
な
変
容
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
従
来
博
物
館

の
持
っ
て
い
た
文
化
財
保
誰
行
政
部
門
は
委
員
会
事
務
局
に
移
さ
れ
、
博
物
館

は
博
物
館
と
し
て
の
本
来
の
姿
に
戻
り
有
形
文
化
財
牧
集
展
徊
に
窃
念
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
文
化
財
保
護
委
員
会
が

保
護
法
に
よ
っ
て
行
う
訳
要
文
化
財
の
公
開
は
こ
の
博
物
館
に
ま
つ
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
文
化
財
の
活
用
の
ほ
か
に
博
物
館
の
亭
業
と
し
て
期
待
さ
れ
る
文
化

財
に
関
す
る
啓
発
宜
伝
は
、
文
化
財
保
護
行
政
に
対
し
て
大
き
な
貢
献
を
な
す

で
あ
ろ
う
。

、．，
‘
博
物
館
の
組
織
は
今
回
の
新
し
い
出
発
と
と
も
に
改
組
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
従
来
の
管
理
課
、
陳
列
課
≫

保
存
修
理
課
≫
調
査
課
、資
料
課
の
中
、

保
存
修
理
課
、
陳
列
課
は
委
員
会
に
吸
牧
さ
れ
、
管
理
課
、
陳
列
課
、
姿
料
課

の
三
謀
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
博
物
館
が
牧
集
陳
列
を
目
的
と
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
に
と
も
な
う
研
究
も
霞
視
す
る
風
潮
が
新
組
織
に
盛
り
込
ま

れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

．

．
 

も
う
一
ーつ
の
附
属
磯
関
で
あ
る
研
究
所
は
、
将
来
は
広
く
文
化
財
に
関
す
る

研
究
所
と
し
て

の
発
展
を
法
律
は
期
待
し
て

い
る
が
、
さ
し
あ
た
り
従
来
の
ご

以
上
で
粗
雑
な
が
ら
文
化
財
保
護
委
員
会
の
組
織
と
機
能
に
つ
い
て
一
通
り

の
説
明
を
終
え
た
P

委
員
会
は
ま
だ
発
足
｀
し
て
日
浅
く
、
完
全
に
軌
逍
に
乗
っ
た
と
は
言
え
な
い

時
期
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
上
述
の
證
明
も
ほ
と
ん
ど
保
護
法
や
組
織
規
程
に
甚

い
て
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
い
わ
ば
形
式
的
な
説
明
で
あ
っ

て
、
ほ

ん
と
う
に
血
の
通

っ
た
説
明
に
は
な
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
は
組
織
規
程
に
よ
る

よ
り
も
、
予
算
に
基
い
た
説
明
の
方
が
実
際
的
で
あ
り
現
突
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
本
年
度
の
予
算
は
文
化
財
保
陸
鰈
の
予
算
を
ひ
き
つ
い
だ
程
度
に
す
ぎ

ず
、
来
年
度
の
予
算
も
ま
だ
見
通
し
が
つ
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
や
む
な

く
上
述
の
よ
う
な
説
明
に
な
っ
た
。

委
員
会
の
定
員
は
四
一

0
名
、

一
部
（美
術
工
芸
品
課
、
建
造
物
牒
）
は
楷
物
，

館
庁
舎
に
わ
か
れ
て
は
い
る
が
、
毎
週
の
局
議
に
は
全
諌
一
に
な
っ
て
委
員
会

の
使
命
の
途
成
に
衆
議
を
練
り
、
「
委
員
会
は
独
立
し
て
椴
務
を
行
う
」
と
は
あ

る
が
、
笑
際
上
は
文
部
省
内
に
あ
っ
て
文
部
省
の
内
局
同
様
に
広
義
の
文
教
行

政
に
当
り
、
ま
た
全
国
の
教
育
委
員
会
と
緊
密
な
関
係
の
下
に
文
化
財
の
保
綾

に
ま
い
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
と
が
き

G

文
化
財
保
頴
委
員
会
亭
務
刷
保
存
部
長
）

と
く
美
術
研
究
所
の
名
称
を
引
き
つ
ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
。
文
化
財
研
究
所
と
し

て
は
有
形
文
化
財
お
よ
び
無
形
文
化
財
に
関
す
る
調
査
研
究
、
姿
料
の
作
製
お

よ
び
そ
の
公
表
を
行
う
わ
け
で
あ
る
が
、
当
分
は
特
に
美
術
に
関
す
る
闊
査
研

究
や
資
料
の
作
製
と
そ
の
発
表
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
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